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2026年3月期通期決算

増収で営業黒字転換、売上高は過去最高を更新

売上高

11,533
百万円

+14.3%

営業利益

250
百万円

黒字転換

経常利益

198
百万円

黒字転換

当期純利益

78
百万円

黒字転換

今回のポイント

1 飲食・ブライダル両事業が増収を牽引

飲食は価格改定と新規出店で9.4%増収、ブライダルは婚礼施

行数の増加と宴席・レストランの好調により10.9%増収。売

上高は、前期比14.3%増の11,533百万円と過去最高を更新。

2 原価率の適正化で営業損益が黒字転換

メニュー価格の見直しで原価率が改善し売上総利益は16.5%

増加。販管費率の低下も寄与し、前期74百万円の損失から

250百万円の黒字へ。

3 27年3月期は増収増益で過去最高を計画

27年3月期は売上高8.8%増の125億49百万円、営業利益65.5%

増の4億14百万円を予想。売上高・営業利益とも過去最高を

見込む。

事業概要

『日本一のおもてなし集団』を掲げ、屋台屋 博多劇場など飲食店

を1都3県に87店舗展開。売上の約8割を飲食事業が占める。東京

タワー隣接の婚礼施設を運営するブライダル事業、25年11月開業

の体験型植物園『林音』のレジャー事業も展開する。

出所：ブリッジレポート（2026年6月17日） |  本資料は投資助言を目的としたものではありません

一家ホールディングス

ブリッジレポート スマホ向けサマリ版
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7127 一家ホールディングス 26/3期 通期 業績データ

通期業績 前期比較

単位：百万円

25/3期 26/3期 増減率

売上高 10,089 11,533 +14.3%

営業利益 ▲74 250 黒字転換

経常利益 ▲100 198 黒字転換

当期純利益 ▲172 78 黒字転換

今期業績予想

単位：百万円

26/3期 27/3期(予) 前期比

売上高 11,533 12,549 +8.8%

営業利益 250 414 +65.5%

経常利益 198 367 +85.4%

当期純利益 78 229 +190.3%

出所：ブリッジレポート（2026年6月17日）

売上高 推移（直近4期）
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営業利益 推移（直近4期） 単位：百万円
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